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「
詩
文
と
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術
に
お
け
る
東
西
の
対
話
」
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ialogue betw
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R
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よ
り

稲
　
賀
　
繁
　
美

表
記
の
英
語
に
よ
る
会
議
が
、
日
文
研
と
嶺
南
大
学
環
球
中
国
文
化
高
等
研
究
院
（A

IG
C

S

）
と
の
共
同
主

催
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
た
（
１
）
。
作
業
言
語
は
英
語
。
当
日
、
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
を
拝
命
し
た
参
加
観
衆
の
ひ
と
り

と
し
て
、
以
下
、
そ
の
場
で
の
発
言
を
要
約
し
つ
つ
、
私
見
を
開
陳
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

1
．初

期
の
日
本
学
者
、
と
り
わ
け
中
国
と
日
本
美
術
研
究
の
草
分
け
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（E

rnest 

Francisco Fenollosa, 

一
八
五
三
―
一
九
〇
八
）
に
は
遺
稿
「
詩
の
媒
体
と
し
て
の
中
国
の
書
体
文
字
」
が
知

ら
れ
る
。
そ
れ
は
詩
人
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
（E

zra Pound, 

一
八
八
五
―
一
九
七
二
）
の
校
訂
を
経
て
一
九
一
八

年
に
公
刊
さ
れ
、
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
現
代
詩
の
展
開
に
寄
与
し
た
。
こ
の
冊
子
は
そ
の
後
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
（Jacques D

errida, 

一
九
三
〇
―
二
〇
〇
四
）
が
注
目
し
た
こ
と
で
、
再

評
価
も
さ
れ
た
が
、
イ
エ
ー
ル
大
学
に
残
さ
れ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
遺
稿
に
パ
ウ
ン
ド
の
書
き
込
み
の
あ
る
草
稿

は
、
比
較
文
学
者
ホ
ー
ン
・
ソ
ー
ジ
ー
（H

aun Saussy, 
一
九
六
〇
―
）
ら
に
よ
っ
て
詳
細
な
翻
刻
が
な
さ
れ
、
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自
ら
「
無
知
」
を
標
榜
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
パ
ウ
ン
ド
が
ど
の
よ
う
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
「
誤
解
」
し
た
か
に
と

ど
ま
ら
ず
、「
誤
解
」
ゆ
え
の
詩
的
可
能
性
へ
も
論
究
が
な
さ
れ
て
き
た
（
２
）
。

中
国
嶺
南
大
学A

IG
C

S

院
長
の
蔡
宗
斉
（C

ai Zongqi

）
先
生
は
、
六
朝
詩
文
を
中
心
と
し
た
業
績
で
英
語

圏
で
も
知
ら
れ
る
碩
学
。「
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
：
漢
字
お
よ
び
西
洋
と
中
国

詩
文
の
再
発
明
」
を
表
題
に
蔡
教
授
は
、
本
件
に
つ
き
独
自
の
解
釈
を
提
案
さ
れ
た
。
簡
単
に
言
う
な
ら
フ
ェ

ノ
ロ
サ
は
森
槐
南
の
文
字
学
を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、
後
漢
時
代
の
儒
学
者
許
慎
（X

ǔ Shèn, 

五
八
？
―
？
）

の
『
説
文
解
字
』（
最
古
の
部
首
別
漢
字
字
典
）
に
依
拠
し
て
「
表
意
文
字
」
と
し
て
の
漢
字
を
西
洋
の
読
者
聴

衆
に
説
明
し
て
い
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
西
欧
で
は
未
知
の
文
字
体
系
へ
の
案
内
役
と
し
て
、
読
者
聴
衆
の
関
心

を
引
き
や
す
い
事
例
を
選
ん
だ
な
ら
、
漢
字
に
つ
い
て
は
初
学
者
で
し
か
な
い
イ
マ
ジ
ス
ト
の
詩
人
の
パ
ウ
ン

ド
が
、
そ
こ
か
ら
創
作
へ
の
緒
と
な
る
局
面
を
い
わ
ば
誇
張
し
て
展
開
し
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。

勢
い
、
表
意
文
字
と
し
て
部
首
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
意
味
が
出
現
す
る
事
例
に
注
目
が
集
中
し
、
あ
た
か
も
漢

字
す
べ
て
が
こ
の
原
則
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
の
印
象
を
与
え
た
き
ら
い
も
あ
る
。
蔡
先
生
は
、
ふ
た
り
の
漢

字
読
解
の
扱
い
を
比
較
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
文
字
の
連
結
に
よ
る
詩
や
文
の
通
常
の
解
釈
に
重
き
を
お
い
た
の

に
比
べ
て
、
パ
ウ
ン
ド
は
個
々
の
漢
字
の
原
義
に
拘
り
、
そ
こ
か
ら
独
自
の
、
い
わ
ば
特
異
な
表
現
や
イ
メ
ー

ジ
の
出
現
を
見
極
め
、
統
辞
を
離
れ
た
創
造
的
な
解
釈
へ
と
逸
脱
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。

こ
の
発
表
に
対
し
て
本
稿
筆
者
は
討
論
に
お
い
て
森
槐
南
（
一
八
六
三
―
一
九
一
一
）
と
正
確
に
同
時
代
人

だ
っ
た
天
心
・
岡
倉
覚
三
（
一
八
六
三
―
一
九
一
三
）
を
取
り
上
げ
た
。
と
い
う
の
も
、
覚
三
は
英
文
著
書
『
茶

の
本
』
で
『
道
徳
経
』
の
一
部
を
英
訳
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
際
に
覚
三
は
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
（Paul C

arus, 

一
八
五
二
―
一
九
一
九
）
に
よ
る
漢
英
併
記
の
訳
本
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
英
訳
書
の
下
訳
は
大
拙
と
な
る

以
前
の
鈴
木
貞
太
郎
（
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
岡
倉
は
原
典
の
漢
字
に
照
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ら
し
て
そ
の
直
訳
調
の
英
文
の
訳
語
を
入
れ
か
え
、
よ
り
壮
大
な
宇
宙
観
を
巧
み
に
伝
え
る
語
彙
を
選
び
、
ま

た
生
々
流
転
と
い
っ
た
状
況
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
よ
う
に
改
変
し
て
い
る
。
こ
れ
は
筆
者
が
一
〇
年
ほ
ど
ま
え

に
発
見
し
た
事
実
だ
が
（
３
）
、
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
パ
ウ
ン
ド
の
「
逸
脱
」
と
は
方
向
は
逆
向
き
な
が
ら
、
ほ
ぼ

平
行
し
た
営
み
を
観
察
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

パ
ウ
ン
ド
同
様
に
、
漢
字
の
「
象
形
」「
会
意
」
に
重
き
を
お
い
た
説
明
の
お
陰
で
漢
字
の
宇
宙
へ
の
開
眼
を

果
た
し
た
事
例
に
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ポ
ス
ト
（L

aurens Jan van der Post, 

一
九
〇
六
―

一
九
九
六
）
が
あ
る
。
晩
年
の
半
自
伝Yet B

eing Som
eone O

ther

に
綴
ら
れ
た
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
日
本
へ
の

「
カ
ナ
ダ
丸
」
に
よ
る
航
海
途
上
で
、
日
本
人
の
パ
ー
サ
ー
か
ら
伝
授
さ
れ
た
知
識
と
し
て
語
ら
れ
る
。
だ
が
実

際
に
は
、
パ
ウ
ン
ド
経
由
の
説
明
に
も
負
っ
て
い
る
も
の
、
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
（
４
）
。
実
際
そ
こ
に
は
、
木
々

の
間
か
ら
日
が
登
る
方
向
が
東
だ
、
と
い
っ
た
説
明
や
、
窓
と
は
家
に
穿
た
れ
た
穴
を
通
し
て
心
が
通
う
こ
と

だ
、
と
い
っ
た
「
象
形
」
由
来
の
（
あ
る
い
は
創
作
的
な
）
漢
字
解
釈
が
見
ら
れ
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
こ
の
半

自
伝
の
題
名
は
パ
ウ
ン
ド
と
も
近
い
位
置
に
あ
っ
た
T
．
S
，
エ
リ
オ
ッ
ト
（T

hom
as S. E

liot, 

一
八
八
八
―

一
九
六
五
）
の
詩
集
か
ら
取
ら
れ
て
お
り
、
ポ
ス
ト
自
身
、
ブ
ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
親
交
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
欧
米
人
が
漢
字
へ
と
関
心
を
抱
く
際
に
は
、
そ
の
興
味
を
ひ
く
よ
う
な
「
象
形
」「
会
意
」
の
作

字
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
と
な
る
。
そ
の
傾
向
を
蔡
先
生
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
チ
ャ
ン

（François C
heng, 

程
抱
一
、一
九
二
九
―
）
に
確
認
し
た
。
筆
者
と
し
て
補
足
す
る
な
ら
ば
、
程
抱
一
は
ロ
ラ

ン
・
バ
ル
ト
（R

oland B
arthes,

一
九
一
五
―
一
九
八
〇
）
な
ど
の
仲
間
で
あ
り
、
構
造
主
義
の
申
し
子
と
し

て
、
理
論
的
説
明
に
適
し
た
用
例
を
好
ん
で
解
説
し
た
面
も
否
定
で
き
ま
い
。
娘
の
ア
ン
ヌ
・
チ
ャ
ン
（A

nne 

C
heng, 

一
九
五
五
―
）
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
に
出
世
し
、
中
国
哲
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
の

受
容
に
貢
献
し
た
が
、
そ
れ
と
対
比
す
べ
き
事
例
が
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
（François Jullien, 
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一
九
五
一
―
）
だ
ろ
う
。

『
文
心
雕
龍
』
の
研
究
で
博
士
号
を
取
得
し
た
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
西
欧
哲
学
と
中
国
思
想
と
の
異
質
性
を
強
調

す
る
こ
と
か
ら
自
ら
の
思
索
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
「
西
洋
中
心
主
義
」
を
正
面
か
ら
論

難
す
る
識
者
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ビ
ル
テ
ー
ル
（Jean François B

illeter, 

一
九
三
九
―
）
が

著
名
だ
が
、
西
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
で
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
当
人
と
論
戦
を
交
え
た
経
験
も
あ
る
筆
者
の
見
立
て
と
し

て
は
、
彼
は
文
献
学
者
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
西
洋
古
典
学
を
基
礎
と
し
た
哲
学
者
、
啓
蒙
の
文
筆
家
、
華

麗
多
産
な
作
家
と
み
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。
西
洋
哲
学
を
中
国
と
い
う
「
外
」
か
ら
吟
味
し
、
そ
れ
を
根
底
か
ら

相
対
化
す
る
た
め
に
、
中
国
古
典
を
縦
横
に
引
用
す
る
が
、
得
て
し
て
そ
の
出
典
は
不
確
か
で
、
解
釈
も
正
統

を
逸
脱
す
る
傾
向
が
目
立
ち
、
原
典
の
時
代
や
社
会
状
況
も
無
視
し
て
論
拠
に
動
員
し
、
論
者
の
議
論
に
縦
横

無
尽
に
、
あ
る
い
は
手
前
勝
手
に
用
立
て
る
論
法
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。
だ
が
そ
の
業
績
は
（
台
湾

を
含
む
）
中
国
語
圏
に
も
盛
ん
に
逆
翻
訳
さ
れ
て
話
題
を
呼
び
、
無
視
で
き
な
い
学
術
的
評
価
を
得
て
い
る
。

本
家
中
国
の
学
統
に
忠
実
な
訓
詁
学
で
は
、
か
え
っ
て
中
国
で
改
め
て
注
目
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。

む
し
ろ
中
国
の
古
典
を
論
拠
に
、
西
洋
哲
学
の
常
識
を
問
い
直
す
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
姿
勢
が
中
国
本
土
で
歓
迎
さ

れ
る
事
態
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
彼
が
彫
琢
し
た
概
念
の
ひ
と
つ
にdé-coïncidence

が
あ
る
。
筆
者

も
同
様
の
提
案
を
し
た
（
が
ま
っ
た
く
注
目
を
浴
び
な
い
ま
ま
の
）
経
験
を
持
つ
が
、
現
象
と
し
て
比
較
可
能

な
事
態
の
裏
で
、
そ
の
「
趨
勢
」、
ヴ
ェ
ク
ト
ル
は
実
は
正
反
対
で
交
差
が
発
生
す
る
事
件
が
、
と
り
わ
け
東
西

の
文
化
接
触
で
は
頻
発
す
る
（
西
洋
起
源
の
透
視
図
法
や
陰
影
法
な
ど
の
中
・
日
で
の
受
容
を
筆
者
が
念
頭
に

あ
る
こ
と
は
、
以
下
に
触
れ
る
）。
彼
の
著
作
の
ひ
と
つ
に
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
勢
」
を
主
題
と
し
た
『
勢 

効
力

の
歴
史
―
中
国
文
化
横
断
』
が
知
ら
れ
る
（
５
）
。
蔡
先
生
が
、
漢
詩
の
翻
訳
に
お
い
て
字
義
の
「
勢
」
を
生
か
し
た

解
釈
の
重
要
性
を
説
か
れ
た
の
で
、
思
わ
ず
こ
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
著
作
が
脳
裏
に
点
滅
し
た
次
第
で
あ
る
。
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2
．続

く
発
表
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
学
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
J
・
ロ
デ
ィ
（Stephane J. R

oddy

）
が
、

六
〇
年
代
の
北
米
西
海
岸
で
の
禅
ブ
ー
ム
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
だ
っ
た
ア
ラ

ン
・
ワ
ッ
ツ
（A

lan W
atts, 

一
九
一
五
―
一
九
七
三
）
を
取
り
上
げ
た
。
論
題
は
「
東
西
の
対
話
に
お
け
る
ア

ラ
ン
・
ワ
ッ
ツ
：
浅
薄
な
好
事
家
ま
た
は
炯
眼
の
持
ち
主
か
」。
論
者
は
ワ
ッ
ツ
を
論
じ
る
の
に
、
冒
頭
で
は
伝

統
的
東
洋
学
を
政
治
的
に
批
判
し
た
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
出
身
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
（E

dw
ard W

adi Said, 
一
九
三
五
―
二
〇
〇
三
）
を
引
き
合
い
に
出
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
は
全
く
偶
然
な
が
ら
、
先
に
言
及
さ
れ
た
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
を
特
筆
大
書
し
て
称
揚
し
、
東
西
の
哲
学
に
横
た
わ
る
落
差G

ap

を
捉
え
つ
つ
、
そ

こ
に
迂
回
路D

etour

を
探
る
営
み
の
大
切
さ
を
語
っ
た
。

そ
の
講
演
を
通
じ
て
論
者
は
ワ
ッ
ツ
の
著
書
か
ら
多
数
の
引
用
を
し
つ
つ
、
例
え
ば
、
空
想
の
動
物
「
龍
」

に
、
雲
の
よ
う
に
掴
み
難
く
変
転
極
ま
り
な
い
宇
宙
の
生
々
流
転
を
捉
え
、「
無
為
」non- action

に
価
値
を
見

出
す
ア
ラ
ン
・
ワ
ッ
ツ
の
弁
論
に
、
今
日
な
お
通
用
す
る
有
効
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
る
。
論
者
は
言
及
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
本
稿
筆
者
が
み
る
と
こ
ろ
、
ま
ず
問
題
と
な
る
「
落
差
」gap

は
プ
ラ
ト
ン
の
「
コ
ー
ラ
」
に
戻

る
話
題
で
あ
り
、
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
（A

ugustin B
erque, 

一
九
四
二
―
）
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の

「
コ
ー
ラ
」
解
釈
へ
の
批
判
が
知
ら
れ
る）

6
（

。
次
に
「
東
洋
哲
学
」
を
措
定
し
て
西
洋
哲
学
と
対
峙
さ
せ
る
論
法

は
、
晩
年
の
井
筒
俊
彦
（
一
九
一
四
―
一
九
九
三
）
の
構
想
と
の
対
決
を
要
請
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
論
者
は
松

尾
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』
に
も
言
及
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
例
え
ば
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
詩
学
の
教
授

を
担
当
し
た
イ
ヴ
・
ボ
ン
ヌ
フ
ォ
ワ
（Y

ves B
onnefoy, 

一
九
二
三
―
二
〇
一
六
）
が
阿
部
良
雄
（
一
九
三
二

―
二
〇
〇
七
） 

経
由
で
著
書
に
活
用
し
た
話
題
で
あ
る）

7
（

。

こ
こ
で
は
本
稿
筆
者
＝
討
論
者
の
発
表
者
へ
の
質
問
に
限
定
し
た
い
。
ま
ず
弟
子
筋
で
滞
日
し
た
ゲ
イ
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リ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
（G

ary Snyder, 

一
九
三
〇
―
）
や
詩
人
の
ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
（A

llen G
insberg, 

一
九
二
六
―
一
九
九
七
）
が
日
本
で
も
著
名
な
の
に
比
べ
て
、
ア
ラ
ン
・
ワ
ッ
ツ
の
著
書
が
日
本
で
は
ほ
と
ん

ど
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
。
さ
ら
に
こ
こ
に
見
ら
れ
る
議
論
は
、
つ
と
に
岡
倉
の
『
茶
の
本
』
や

鈴
木
大
拙
が
『
大
乗
仏
教
論
』
と
い
っ
た
英
語
の
著
作
で
取
り
上
げ
た
話
題
だ
が
、
か
れ
ら
は
な
ぜ
そ
れ
ら
の

主
著
を
生
前
、
母
語
だ
っ
た
は
ず
の
日
本
語
で
翻
訳
出
版
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
う
え
で
、
学

術
的
に
な
る
こ
と
を
嫌
っ
た
ワ
ッ
ツ
を
学
術
的
に
扱
う
こ
と
に
は
、
本
源
的
な
裏
切
り
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
こ
そ
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
中
国
古
典
に
対
し
て
自
ら
が
設
け
る
ほ
か
な
い
「
落
差
」gap

の

裏
返
し
な
の
で
は
な
い
か
。
畢
竟
す
れ
ば
、「
東
洋
」
を
言
挙
げ
し
、「
代
表
」represent

す
る
こ
と
は
、
東
洋

を
裏
切
る
背
任
を
招
く
ほ
か
な
く
、
偽
り
の
東
洋
こ
そ
が
西
洋
へ
の
対
抗
言
説
を
構
成
す
る
。
東
洋
学
者
を
自

認
す
る
立
場
は
、
い
や
お
う
な
く
、
こ
の
逆
説
を
、
身
を
も
っ
て
生
き
、
い
わ
ば
動
物
で
も
鳥
で
も
な
い
蝙
蝠

の
境
遇
、
水
中
と
陸
上
の
間
に
生
息
す
る
両
生
類
の
よ
う
な
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
疎
外
を
経
験
す
る
他
な
い
の

で
は
な
い
か
？
『
日
本
哲
学
』
の
英
語
で
の
集
大
成
を
試
み
た
選
集
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
イ
ジ
ッ
ク

（Jam
es W

. H
eisig

）、
ト
ー
マ
ス
・
カ
ス
ー
リ
ス
（T

hom
as P. K

asulis

）、 

ジ
ョ
ン
・
C
・
マ
ラ
ル
ド
（John 

C
. M

araldo

）
編
の
『
日
本
哲
学
』
な
ど
も
知
ら
れ
る
が
（
８
）
、
こ
う
し
た
英
訳
編
纂
物
へ
の
論
者
の
立
場
は
ど
う

な
の
か
。

講
演
に
つ
づ
く
質
疑
応
答
で
は
国
際
政
治
学
者
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
P
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
（Sam

uel P. 

H
untington, 

一
九
二
七
―
二
〇
〇
八
）
の
「
文
明
の
衝
突
」
に
関
す
る
二
〇
年
前
の
予
言
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
、
ハ
マ
ス
の
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
に
起
因
す
る
あ
ら
た
な
中
東
危
機
、
中
国
の
覇
権
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
、
現

時
点
で
現
実
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
診
断
す
る
、
蔡
教
授
か
ら
の
発
言
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
儒
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム

の
動
向
や
、
ロ
シ
ア
の
拡
大
に
東
方
の
脅
威
を
見
る
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
図
式
は
、
本
稿
筆
者
の
私
見
で
は
西
欧
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に
伝
統
的
な
東
西
二
元
論
的
世
界
観
の
焼
き
直
し
で
は
な
い
か
（
９
）
。
蔡
先
生
は
フ
ラ
ソ
ワ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
ハ
ン

チ
ン
ト
ン
の
衣
鉢
を
継
ぐ
理
論
家
を
見
出
し
た
が
、
私
見
で
は
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
北
米
合
衆
国
保
守
体
制
派
を

代
表
す
る
の
に
対
し
て
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
就
任
を
拒
絶
さ
れ
た
異
端
の
思

索
者
に
と
ど
ま
る
。
両
者
を
並
べ
る
の
は
、
ア
ラ
ン
・
ワ
ッ
ツ
と
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
を
並
べ
る
の
に
劣

ら
ず
、
き
わ
め
て
恣
意
的
な
解
釈
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

3
．三

人
目
に
は
、
ア
ダ
・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
（A

da L
om

bardi

）
が
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
現
代
芸
術
表
現

の
誕
生
に
お
け
る
日
本
の
役
割
」
と
題
し
た
鳥
瞰
を
提
示
し
た
。A

rte C
ontem

poranea, O
riente/O

ccidente - 

dal 1945 ad oggi  （
二
〇
一
九
）
が
英
語
版
翻
訳
で
も
出
版
さ
れ
た
著
者
だ
が
、
日
本
語
を
作
業
言
語
と
は
し
て

お
ら
れ
な
い
。
講
演
で
は
明
治
以
降
の
イ
タ
リ
ア
と
日
本
と
の
文
化
交
流
を
概
観
し
た
う
え
戦
後
美
術
に
至
る

話
題
が
扱
わ
れ
た
。
論
者
か
ら
は
言
及
が
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
執
筆
者
が
討
論
の
席
で
言
及
し
た
案
件
を
若

干
補
っ
て
お
け
ば
、
工
部
美
術
学
校
に
招
聘
さ
れ
た
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
（A

ntonio Fontanesi, 

一
八
一
八
―
一
八
八
二
）
周
辺
に
つ
い
て
は
河
上
眞
理
の
博
士
論
文
『
工
部
美
術
学
校
の
研
究
』（
二
〇
一
一
）

が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
に
留
学
し
た
弟
子
筋
、
川
村
清
雄
（
一
八
五
二
―
一
九
三
四
）
や
長
沼
守
敬
（
一
八
六
七
―

一
九
四
二
）
ら
に
つ
い
て
も
石
井
元
章
に
『
明
治
期
の
イ
タ
リ
ア
留
学
』（
二
〇
一
七
）
が
あ
る
。
ま
た
造
幣
局

で
印
刷
指
導
を
し
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
キ
ヨ
ッ
ソ
ネ
（E

doardo C
hiossone, 

一
八
三
三
―
一
八
九
八
） 

の
浮

世
絵
収
集
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
、
故
・
近
藤
映
子
が
目
録
を
作
成
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
の

未
来
主
義
に
つ
い
て
も
、
阿
部
真
弓
氏
ほ
か
イ
タ
リ
ア
語
に
も
堪
能
な
研
究
者
が
あ
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
も

大
倉
財
閥
の
後
ろ
盾
で
横
山
大
観
ら
が
ロ
ー
マ
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
。
論
者
は
こ
れ
ら
を
捨
象
し
、
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も
っ
ぱ
ら
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
の
、
具
体
ク
ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る
欧
日
の
作
品
相
互
の
影
響
を
図
示
を

交
え
て
論
じ
ら
れ
た
が
、
こ
の
分
野
で
は
ミ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
ポ
（M

ing T
ianpo

）
の
著
作
が
英
語
圏
の
基
本
書

に
遇
さ
れ
て
い
る）

10
（

。
尋
ね
る
と
論
者
は
こ
れ
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
ま
だ
情
報
収
集
中
と
の
ご
返
答
だ
っ
た
。

と
は
い
え
具
体
ク
ル
ー
プ
と
美
術
評
論
家
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
タ
ピ
エ
（M

ichel Tapié, 

一
九
〇
九
―
一
九
八
七
）

と
の
仲
介
役
を
担
っ
た
の
は
、
日
文
研
元
名
誉
教
授
・
芳
賀
徹
（
一
九
三
一
―
二
〇
二
〇
）。
こ
の
席
に
出
席
が

叶
っ
て
い
れ
ば
、
豊
富
な
回
想
を
耳
に
す
る
こ
と
も
で
き
た
こ
と
だ
ろ
う）

11
（

。

講
演
を
ま
と
め
る
方
法
論
の
提
唱
で
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
氏
は
、
中
世
か
ら
ジ
ョ
ッ
ト
を
経
て
ル
ネ
サ
ン
ス
に

至
る
西
洋
絵
画
の
空
間
把
握
の
展
開
を
モ
デ
ル
に
、
東
西
の
出
会
い
の
う
ち
に
あ
ら
た
な
世
界
美
術
史
を
構
想

す
る
必
要
を
説
か
れ
た
。
古
く
は
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
カ
ス
テ
ル
（Pierre Francastel, 

一
九
〇
〇
―
一
九
七
〇
）

の
『
絵
画
と
社
会
』（
一
九
五
一
）
に
遡
る
問
題
意
識
で
あ
り
、
と
り
わ
け
東
亜
世
界
が
い
か
に
ル
ネ
サ
ン
ス
の

透
視
図
法
を
消
化
し
つ
つ
そ
れ
を
変
貌
さ
せ
た
の
か
の
検
討
は
、
筆
者
が
学
部
卒
業
論
文
以
来
、
取
り
組
ん
で

き
た
話
題
に
重
な
る）

12
（

。
そ
れ
は
単
純
な
発
展
史
観
、
東
西
融
合
で
片
付
く
問
題
で
は
な
い
。
西
欧
側
が
透
視
図

法
か
ら
の
解
放
を
模
索
し
た
一
九
世
紀
後
半
の
段
階
で
、
奇
し
く
も
日
本
趣
味japonism

e

が
流
行
を
見
せ
た

が
、
そ
こ
で
格
好
の
手
本
に
な
っ
た
北
斎
漫
画
の
「
三
つ
割
の
法
」
な
ど
は
、
透
視
図
法
へ
の
模
倣
と
接
近
を

試
み
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
の
規
範
か
ら
顕
著
な
逸
脱
を
見
せ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
東
西
は
交
差
し
た
も
の
の
、

そ
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
は
反
対
方
向
、
同
床
異
夢
（dé-coïncidence

）
だ
っ
た
き
ら
い
が
否
定
で
き
な
い）

13
（

。

質
疑
応
答
で
は
、
具
体
の
最
後
の
生
き
残
り
と
い
っ
て
よ
い
松
谷
武
判
（
一
九
三
七
―
）
の
こ
と
を
尋
ね
た
。

同
氏
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
特
別
招
待
さ
れ
て
お
り
、
主
催
者
側
の
お
ひ
と
り
で
あ
る
ロ
ン
バ
ル

デ
ィ
氏
の
ご
配
慮
だ
っ
た
の
か
と
尋
ね
た
が
、
直
接
の
面
識
は
お
あ
り
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
現
代
美
術
を
陶

磁
の
世
界
に
ま
で
広
げ
る
と
、
ニ
ー
ノ
・
カ
ル
ー
ソ
（N

ino C
aruso, 

一
九
二
八
―
二
〇
一
七
）
と
日
本
の
関
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係
も
無
視
で
き
ま
い
。
質
問
者
（
筆
者
）
が
「
ニ
ー
ノ
」
を
「
カ
ル
ロ
」
と
間
違
え
た
た
め
人
物
特
定
に
手
間

取
り
、
ま
た
論
者
も
陶
藝
は
専
門
外
ら
し
く
、
カ
ル
ー
ソ
が
頻
繁
に
日
本
に
招
待
さ
れ
て
い
た
事
実
に
も
通
じ

て
は
お
ら
れ
な
い
よ
う
で
、
公
式
の
場
で
の
意
見
交
換
は
や
や
不
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
反
省
材
料
で
あ
る
。

＊

当
日
は
、
英
語
に
堪
能
な
大
学
院
学
生
・
留
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
参
加
者
か
ら
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
議

論
も
盛
り
上
が
っ
た
。
結
果
論
と
な
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
な
ど
あ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
聴
衆
が
得
ら
れ
た

は
ず
で
あ
る
。
筆
者
は
正
式
な
登
壇
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
聴
衆
の
ひ
と
り
と
し
て
参
加
し
た
に
と
ど
ま
る

が
、
最
後
に
総
括
の
挨
拶
も
主
催
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
。
本
来
な
ら
ば
、
日
文
研
客
員
研
究
員
で
、
こ
の
あ
た

り
の
話
題
に
つ
い
て
も
詳
し
い
、
司
会
の
デ
ン
ニ
ッ
ツ
ァ
・
ガ
ブ
ラ
コ
ヴ
ァ
（D

ennitza G
abrakova

）
教
授

が
、
自
ら
発
言
さ
れ
る
に
相
応
し
い
学
識
経
験
者
だ
っ
た
。
ま
こ
と
に
僭
越
な
仕
儀
に
至
っ
た
こ
と
を
、
改
め

て
一
言
お
詫
び
し
た
い
。

三
名
の
ご
講
演
か
ら
は
、
詩
に
お
い
て
も
藝
術
に
い
て
も
、
東
西
の
対
話
な
り
交
流
な
り
が
、
行
政
主
導
に

よ
る
「
国
際
交
流
」
の
ご
と
く
予
定
調
和
に
素
直
に
収
ま
る
事
業
で
は
な
い
こ
と
も
、
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

「
交
流
圏
」contact zone

が
流
行
語
だ
が
、
そ
の
現
場
で
は
、
あ
る
い
は
利
害
対
立
も
表
面
化
し
、
時
に
は
葛

藤
や
抗
争
も
発
生
す
る
。
と
り
わ
け
学
術
上
の
約
束
事
で
は
処
理
で
き
な
い
政
治
的
な
「
代
表
権
」
問
題
が
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
議
論
の
土
俵
設
定
に
覇
権
や
支
配
権
を
行
使
す
る
。
も
っ
て
教
訓
と
し
た
い
。

（
京
都
精
華
大
学
特
任
教
授
／
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
）
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